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そ　

 

ら

締
切
り
は
５
月
７
日（
火
）

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
ヶ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
学
校
や
職
場
で
は

緊
張
が
続
き
、
慣
れ
な
い
対
人
関
係

か
ら
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
五
月
病
と

い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
、
五
月
は

精
神
的
、
肉
体
的
に
負
荷
が
か
か
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
行
政
の
仕
事
に
就
い
た

時
に
は
、
人
権
教
育
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
図

書
館
、
婦
人
会
、
文
化
財
を
一
人
で

担
当
し
、
心
身
共
に
余
裕
の
な
い
日

々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

仕
事
の
う
え
に
、
膨
大
な
書
類
が
机

の
上
を
占
拠
し
て
お
り
、
逃
げ
出
し

た
く
な
る
よ
う
な
毎
日
で
し
た
。

た
っ
た
一
言
が
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る

　

す
べ
て
が
嫌
に
な
り
か
け
て
い
た

頃
、
悩
ん
で
い
る
私
を
み
た
当
時
の

上
司
が
、
「
大
変
だ
ろ
う
け
れ
ど
頑

張
っ
て
く
れ
よ
な
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
一
言
が
ど
ん
な
に
励
み
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
疲
れ
切
っ
て

い
た
私
の
心
が
、
こ
の
一
言
で
癒
さ

れ
た
の
で
す
。  

　

涙
が
自
然
と
流
れ
た
。
そ
し
て
こ

の
上
司
の
一
言
を
機
に
、
慣
れ
な
い

仕
事
に
取
り
組
む
姿
勢
、
意
欲
が
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
上
司
に
出

会
え
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
で
す
。

　

私
は
、
上
司
の
一
言
か
ら
、
思
い

や
り
、
気
遣
い
、
心
配
り
の
必
要
性
、

言
葉
が
け
や
誉
め
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
し
た
。 

こ
の
経
験
は
、
今

で
も
大
い
に
役
立
ち
、
プ
ラ
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
で
も
、
職
員
で
も
、
日

頃
か
ら
声
を
か
け
、
励
ま
し
、
賞
賛

す
る
こ
と
で
、
仕
事
や
勉
強
の
意
欲

に
つ
な
が
る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
明
る
く
楽
し
い
職
場
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

教
育
長　

根
岸　

敏
夫

生年月日　平成２３年５月１８日

　　　　　　　　　（大字皆谷）

お父さん：勝　博 さん

お母さん：愛優美 さん

　はじめまして。そらです。わた

しにはお姉ちゃんがいるの、いつ

もお姉ちゃんのまねをして、おし

ゃれをしたりおままごとをしてる

んだよ。たまにはケンカもしちゃ

うけど、お姉ちゃんが大好きなん

だ

　石を拾って遊ぶのが好きで、お

家の中にもってきちゃうから、マ

マがかたづけるのが大変なんだっ

て
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平
成　

年
度
中
学
生
海
外
派
遣
団
員
を
募
集
し
ま
す

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

中
学
生
海
外
派
遣
事
業

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

村
で
は
今
年
度
で
13
回
と
な
る
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
の
派
遣
団
員
を

中
学
２
年
生
を
対
象
に
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

す
で
に
対
象
と
な
る
生
徒
に
は
、

４
月
18
日
に
中
学
校
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
し
、
応
募
要
領
等
を
配
布

し
ま
し
た
。
事
業
内
容
や
応
募
方
法

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

派
遣
日
程　

８
月
20
日
（
火
）
〜  

　
　
　
　
　

28
日
（
水
）
の
９
日
間

派
遣
国　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

内　

容 

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
４
泊
）

　

学
校
訪
問
・
授
業
体
験

　

文
化
教
育
施
設
等
の
視
察
研
修

　

事
前
研
修
〜
派
遣
報
告
書
の
作
成

応
募
対
象
者　

村
内
在
住
で
中
学
校

第
２
学
年

参
加
費
用　

参
加
者
負
担
金
10
万
円

そ
の
ほ
か
渡
航
手
続
き
等
の
費
用
や

任
意
保
険
料
、
諸
雑
費
な
ど
が
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　

５
月
７
日
（
火
）
ま
で

に
、所
定
の「
派
遣
志
願
書
」、保
護
者

の「
承
諾
書
」お
よ
び「
作
文
」（
原
稿

用
紙
３
枚
以
上
）
を
中
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
作
文
の
テ
ー
マ
は
、

海
外
派
遣
に
参
加
す
る
理
由
や
抱
負
、

ま
た
、
こ
の
体
験
を
将
来
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
き
た
い
か
な
ど
で
す
。

選　

考　

作
文
の
内
容
な
ど
に
よ
り

派
遣
内
定
者
を
決
定
し
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。
た
だ
し
、
内
定
者
は
数

回
の
事
前
研
修
の
終
了
後
に
正
式
な

団
員
と
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
途
中

団
員
側
の
理
由
に
よ
り
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
お
預
か
り
し
た

参
加
者
負
担
金
を
返
却
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
事
務
局 
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